
『私たちは子どもに何ができるのか』著：ポール・タフ 

 

この本は、非認知能力を焦点にあてて、子供の貧困問題そして教育格差について焦点を当

てた本である。 

非認知能力とは、「ひとつのことに粘り強く取り組む力（GRIT)や内発的に物事に取り組

もうとする意欲）のことを指し、幼少期における人間関係などといった環境が大きくかかわ

っているとされている。非認知能力に焦点を当てた早期教育の子ども一人当たりの投資対

効果は「13 倍」にもなるといわれているほどである。 

本で紹介されたその中の１つ「EL エデュケーション」というアメリカでの取り組みがあ

る。これは、「クルー」という制度で、生徒たちはグループ単位で数年にわたって一緒に話

し合いをしたり助言を受けたりする。この EL の提携校でなされている教育は「ディープラ

ーニング」というまた新しい言葉で呼ばれている。これは、先生が一方的に教育するのでは

なく、議論やプロジェクトを自発的に行うことである。 

これは、日本でいうアクティブラーニングのことである。だが日本では、そういった事業

ができていないことが近年の教育の課題である。 

 

【感想】 

 非認知能力をしってそうであまり知っていなかったのでこの本を手に取った。この本を

読んで、非認知能力が環境に左右されるといったことが分かったが、もし、途上国において

親が教育に関して全く知識もなくても、彼らの環境が必然的に非認知能力を高めているか

もしれない。ただ、教育率が低いからといって学校を立てて先生を雇えば済む問題ではない。 


